
Ⅲ 愛知芸術文化センター運営会議 図書館専門委員会

愛知芸術文化センターの適正な運営を図るため設置されている愛知芸術文化センター運営会議の

下に、愛知県図書館の適正な運営及び事業等を協議するため、図書館専門委員会が設けられている。

年度は、６月 日 火 に開催した。 年度事業の点検・評価及び 年度の事業計画など

について意見が交わされた。委員の任期は２年。 ～ 年度期の委員は、次の９名である。
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愛知淑徳大学 教職・司書・学芸員教育センター准教授
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正成
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愛知県学校図書館研究会高等学校部会長（愛知県立豊橋南高等学校長）
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中日新聞社編集局資料部長

◎委員長 〇委員長代理

Ⅳ 施設・設備

敷地面積 ㎡ 建築面積 ㎡

延床面積 ㎡ 建物規模 地上５階、地下２階、塔屋

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造

蔵書能力 約 冊（開架 約 冊、閉架 約 冊）

階 面積 ㎡ 概 要 席数

塔 屋階 エレベーター機械室 －

５階 会議室、レストラン、自販機コーナー －

４階 社会科学、自然科学、ビジネス情報コーナー

３階
人文科学、地域資料、ティーンズコーナー、多文化サービスコー

ナー

２階 新聞・雑誌、マイクロ閲覧室、総務課事務室

１階
貸出返却・登録・利用案内カウンター、児童図書室、ＡＶ室、視覚
障害者資料室、 （ヨッテコ）、東三河コーナー、観光情報
コーナー、喫茶コーナー

地下１階 書庫、資料支援課事務室 －

地下２階 書庫、機械室 －

計

Ⅴ 年度の主要な事業動向

１ 年度のトピック

① 愛知県図書館開館 周年記念事業

年４月 日に名古屋城三の丸西南隅の現在地に開館した愛知県図書館は、 年４月

日 火 、開館 周年を迎えた。 年度は、当館 年の歩みを振り返るとともに、県内公共図書

館の沿革や活動にも触れることにより今後の各館の活動の振興に資するため、一年を通し開館

周年記念事業を実施した。

まず、４月９日 金 から７月７日 水 まで、１階エント

ランス で「愛知県図書館開館 周年記念展」を

開催した。開館当時や建設工事前の写真と同じ場所の現在

の写真、建設前に描かれた完成予想図、開館前後の新聞記

事などを展示し、過去の館報「あゆち」の配布を行った。

この 年は当館が県内の公共図書館とともに歩んだ 年

でもあることから、県内市町村立図書館、公民館図書室等

を紹介するコーナーも設け、各館から提供された利用案内

や催し物のチラシを設置し配布した。展示期間中に迎えた

開館 周年記念日の４月 日 火 には、当館職員が作成した記念のしおりを来館者に配布した。

月には名古屋市栄北エリアの文化施設の連携企画「久屋ぐるっとアート」に参加し、愛知芸術文

化センター地下２階のビデオルームを会場に、記念展で使用した写真や新聞記事の展示を行った。

この記念展のほか、「大人も読もう！子どもの本」、「話題になった本で振り返る平成の 年」、

「音楽で振り返る 年」、「雑誌で振り返る 年」、「ノーベル賞と 年記念展示」、「芥川賞・直

木賞候補作家たちと過去 年の受賞作」など、過去 年を振り返る資料展示を行った。「地域資

料展示 尾張の村々」では、尾張藩作成の村絵図の原本など、通常は貴重書庫に収めている資料を

展示した。

当館資料収集の重点分野である「ものづくり文化」に関連したイベントも行った。学術や技芸の

専門家に講演いただく「リベラルアーツカフェ」では、日本の楽器産業創成期を担った鈴木バイオ

リン製造とヤマハに関する「楽器大国ニッポンができるまで」 講師：愛知県立芸術大学音楽学部井

上さつき教授 、白黒写真に色情報を補いカラー化する代表的手法について解説した「甦る過去の

イメージ～白黒写真 画像 のカラー化～」 講師：愛知県立大学情報科学部村上和人教授 の２回を

開催した。また、公益社団法人日本建築家協会東海支部愛知地域会 愛知 との共催で建築ワー

クショップ「くつろぎハウスをつくろう」を開催した。展示「あいちのものづくり－伝統・未来－」

では、「 」及び「ロボカップアジアパシフィック あいち」の開催も記念

し、関係機関と連携実施をした。

月 日 金 には、記念講演会「公共図書館の過去・現在・未来～いかにして「知の拠点」と

なり、コロナ禍を乗り越えていくのか～」を開催した。県

内公共図書館の原点を改めて確認するとともに、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大により大きな変化を迎えつ

つある公共図書館の今後を考えるため、「近代図書館の先

駆け愛知県羽田八幡宮文庫」 講師：豊橋市図書館岩瀬彰

利氏 、「愛知県から考える図書館機能の再定置」講師：慶

應義塾大学文学部福島幸宏准教授 の二つの講演と、シン

ポジウム「コロナ禍の中の公共図書館におけるデジタルリ

ソースを考える」の三部構成とした。参加者は 人であっ

た。 「Ⅸ 資料 ２ 展示及び講演会等」参照

愛知県図書館開館 周年記念展 ～

開館 周年記念講演会
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② 「新しい生活様式」に対応した図書館サービスの充実

新型コロナウイルス感染症の影響により「新しい生活様式」が求められる中、非来館型サービス

の充実を図るため、 年１月 日 水 、県内に在住・在勤・在学の方を対象に、オンラインに

よる利用登録申請の受付を始めた。これにより、 年１月に開始した電子

書籍閲覧サービスを、来館することなく利用することができるようになった。

同時に、当館の利用カードをスマートフォンで表示し使用することができるよ

うにした。

③ 「あいち サポーター」制度の開始

年２月４日 金 に新たな寄附制度として「あいち サポーター」

を開始した。これは、寄附者の方に、図書館が提案する図書等を購入し寄附

していただくという制度である。寄附いただいた方には、館内や愛知県図書

館ホームページでのお名前の掲示や寄附いただいた図書にシールを貼付す

るなど顕彰を行う。利用者の持ち込んだ資料を図書館側が選定して寄贈を受

けることは従来行っていたが、今後は「あいち サポーター」制度も活

用して図書資料の充実を図っていく。

２ 図書等の収集

① 図書

年度は、 冊の図書を受け入れた 購入：和書 冊、洋書 冊、計 冊。寄

贈 和書 冊、洋書 冊、計 冊。県労働福祉課からの管理替え： 冊。貸出文庫用図書

からの受入： 冊 。購入による受入冊数は、 年度の 冊をピークとして、図書購入費

の減少に比例して漸減しており、 年度は 冊 ピーク時の ％ だった。厳しい予算状況

の中、拠点図書館として県内市町村立図書館のニーズに応え、併せて県立図書館として特徴的なコ

レクションを構築するために、「資料収集方針」及び「資料選択基準」に基づき、「ものづくり文化」、

「地域」及び「健康・医療」の分野を中心に慎重な選書を行い収集した。

 年度末現在での図書蔵書冊数は  冊である 0 年度末：  冊＋受入： 

冊－除籍：  冊 。

 ②  新聞・雑誌、規格及び加除法規類

新聞・雑誌  年度当初の継続受入資料は、新聞 紙、雑誌  タイトルで、うち新聞

紙、雑誌 タイトルは寄贈によるものである。『日刊工業新聞』電子版 ＣＤ ＲＯＭ、

～ も所蔵している。他に『名古屋タイムズ』も電子版 ～ を所蔵している。 年

度末には雑誌 タイトルについて翌年度への継続を中止した。

規格 年度も内容の更新を継続した規格は、『日本産業規格』

：ＪＩＳ １タイトルである。

加除法規類 年度当初、内容の更新を継続した加除法規類は『現行法規総覧』、『愛知県法規

集』、『名古屋港管理組合例規集』の３タイトルである。

③ その他の紙資料（紙芝居、電話帳、地図（一枚もの））

紙芝居は 年度新規の受入れは 点で総数は 点。全国の電話帳は 年度新規に

冊を受け入れた。国土地理院発行の地形図や都市地図など一枚ものの地図は、 年度新規に

点を受け入れた。

④ 視聴覚（ ：ＡＶ）資料

教養や文化面で資料価値の高い資料を中心に収集しており、 年度はＤＶＤ 点、ＣＤ 点

を受け入れた。このうち、文化財の記録映像など 点が寄贈によるものである。 年度末現在

での所蔵総数は、ＤＶＤ始め映像資料 点、ＣＤ始め録音資料 点である。

「あいち サポーター」制度

紹介ポスター
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紹介ポスター

⑤ マイクロ資料（マイクロフィルム、マイクロフィッシュ）

年刊行分の『中日スポーツ』について、マイクロフィルム リールを受け入れた。

⑥ 電子資料（ＣＤ ＲＯＭ等）

年度は受け入れはなかった。 年度末現在、『愛知県議会会議録 明治 年』 ＤＶＤ Ｒ

ＯＭ 始め タイトル 枚を所蔵している なお、「電子資料」には、図書等の付録である

ものは含んでいない 。

⑦ 電子書籍

年度は新たに 冊を購入し、 年度末現在、 冊の閲覧サービスを提供している。

➇ 視覚障害者用資料

年度に視覚障害者用に製作した録音図書デイジー

：ＤＡＩＳＹ アクセシブルな情報システム の数は タイトルである。購入７タイトル、寄

贈 タイトルを含め タイトル増加し、 年度末現在のデイジーの所蔵総タイトル数は

タイトルとなった。この他 年度に、点字図書８タイトル、録音図書 カセット １タイトル、マ

ルチメディアデイジー４タイトルが増加した。

➈ 商用データベース

レファレンス等の業務及び利用者の閲覧用に、次の７種の商用データベースを導入し、情報提供

の高度化、迅速化を図っている。

「朝日新聞クロスサーチ」、「中日新聞・東京新聞記事データベース」、「毎索」、「ヨミダス歴史館」

及び「官報情報検索サービス」は２階、「日経テレコン 」及び「ＴＫＣローライブラリー」は

４階の専用端末で利用に供している。

名称 内容

「日経テレコン （図書館

パック）」

日経４紙（『日本経済新聞』朝・夕刊、『日経産業新聞』、『日経

流通新聞』、『日経金融新聞』）の記事検索の他、企業情報や人事

情報が検索可能

収録範囲： 年～（一部記事は、見出しのみ）

朝日新聞記事データベー

ス「朝日新聞クロスサー

チ」

年～ 年に『朝日新聞』に掲載された新聞記事の紙面イ

メージ検索と、 年以降の『朝日新聞』記事全文検索が可能

「中日新聞・東京新聞記事

データベース」

『中日新聞』朝・夕刊 年 月～）、『東京新聞』朝・夕刊

（ 年 月～）それぞれの最終版の主要記事を蓄積。中部地

方各県版、愛知県、三重県、岐阜県下の全地方版（ 年 月

～）をカバー

毎日新聞記事データベー

ス「毎索」（毎日新聞社）

年創刊号から現在までの『毎日新聞』に掲載された新聞記

事を日付やキーワードで検索可能。また、創刊号から 年ま

での紙面も収録

読売新聞記事データベー

ス「ヨミダス歴史館」

年９月から読売新聞に掲載された新聞記事をキーワード、

全文及び日付を指定して検索可能

「ＴＫＣローライブラ

リー」

判例、法令が検索可。 年の大審院判例から今日までに公表

された判例を、網羅的にフルテキストで収録。また、｢現行日本

法規｣に基づいた法令も収録

「官報情報検索サービス」

（官報インターネット版）

官報（本紙、号外、政府調達公告版、資料版、目録）の日付・

記事検索が可能。本文も収録

収録範囲： 年 月 日～当日分まで
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３ 来館者へのサービスの状況

① 入館者、個人貸出

年度の入館者数は 人 前年度比 、１日平均の入館者数は 人 前年度比

％ である。 年度末現在の有効登録者数は ， 人 年度新規登録者 人 で、

郵便による利用カード発行は、 人 前年度 人 の申込みがあった。また、 年 月 日

水 から開始したオンライン利用登録者数は 人であった。

図書等の個人貸出点数は、 冊･点 前年度比 ％ 、 日平均は 冊･点 前年度

比 であり、資料への予約数は 冊･点 前年度比 ％ で、このうち利用者自身によ

るオンライン予約は 冊・点 前年度比 ％ であった。

② 児童図書室のサービス

年度末現在、開架に図書 冊、閉架も含めると 冊、雑誌 児童向け以外含む は

全て開架で タイトルを所蔵している。児童図書の貸出冊数は、 冊 前年度比 ％ 。

刊行物では、新着図書を紹介する『新しく入った本』 月刊 とおすすめ本を紹介する『児童図書

室だより』 季刊 を発行した。

テーマ展示では、「ともだちの本」「スポーツの本」「 年をふりかえって～昨年出版されたお

すすめのこどもの本～」「安野光雅をしのんで」「クリスマスの

本」「干支 とら の本」など２か月ごとにテーマを変えて関連

図書の展示と貸出を行った。

「おはなし会」については、感染症の状況に注意し開催の可

否を判断している。 年度は７月に再開し、あかちゃん向け

を７回（参加者 人）幼児・小学生向けを９回（参加者 人）

実施した。

４月 日の子ども読書の日の記念行事としては、 年３

月 日 金 から５月 日 水 まで展示「大人も読もう！子

どもの本」を実施した。

③ 視覚障害者資料室のサービス

視覚障害者への対面朗読は、オンラインでも実施しており、利用者数が延べ 人 前年度比

％ 、対応した朗読者数が延べ 人 前年度比 ％ 、朗読時間数が 時間 前年度比

％ であった。

視覚障害者資料の貸出数は、自館資料の貸出が、個人 タイトル 前年度比 ％ で、他施設

から借り入れた資料の提供数は タイトル 前年度比 ％ であった。自館資料の他施設へ

の貸出は、 タイトル 前年度比 ％ であった。

国立国会図書館のデータ送信事業として 年３月までにアップロードした資料は 点で、

年４月から 年３月のダウンロード数は、 件であった 年４月国立国会図書館

からの報告による 。

当館が加入している視覚障害者等への情報提供ネットワークシステム「サピエ」は、点字・録音

図書の施設間相互貸借のための書誌データベースのほか、電子図書館の機能もあることから、利用

者個人の「サピエ」への直接利用もサポートしている。国立国会図書館とサピエとは連携しており、

当館が国立国会図書館へアップしたデータも、サピエからダウンロードすることができる。 年

度は新たに当館を経由して２人が登録し、総数は 人となった。

心身障害者へのサービスとして実施している郵送貸出の数は、 点 同 ％ であった。

④ ＡＶ室のサービス

視聴覚資料 ＣＤ、ＤＶＤなど の貸出は 点 前年度比 ％ 。

ＡＶ室展示として、「音楽で振り返る 年」「さくらももこ展」「向田邦子×松本清張二人展」「ク

リスマス展 」などテーマを決めて定期的にＡＶ資料（図書も含む）の展示を行った。

再開したおはなし会
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再開したおはなし会

所蔵資料を上映する名画鑑賞会は、通常年間約 回実施しているが、感染症拡大防止のため、

年２月 日 金 以降休止している。

⑤ 各コーナーの状況

県立図書館としての役割や県行政を推進する観点から、次のテーマについて集約したコーナーを

設置している。

ア 地域資料

愛知県の人・事物について書かれた資料、県内行政機関の

刊行物、その他本県に関する資料を収集している。 年度

末現在、開架に図書 冊、受入継続雑誌 タイトル、

閉架も含めると図書 冊 前年度比 冊増 、雑誌

タイトル 前年度比８タイトル増 を所蔵している。

また、地域資料について来館者の方に知っていただくため、

地域資料の展示をコーナーで実施している。 年度には「尾

張の村々」、「愛知県事始め 愛知県の誕生」という内容での

展示を行った。

イ ビジネス情報コーナー

企業経営、起業、資格取得、就職関係の資料を集約したビジネス情報コーナーを 年３月に

開設、 年度に社史コーナーを開設した。 年度末現在、図書約 冊と受入継続雑誌

タイトルを配置している。

なお、 年度は企画展示「事業承継・起業を応援します！」を日本政策金融公庫他と共催で

行い、関連事業としてセミナー「起業のコツを落語で学ぶ！」をオンライン配信した。

ウ ティーンズコーナー

中学生・高校生に読書により親しんでもらうため、ティーンズコーナーを 年３月に開設

した。 年度末現在約 冊を配置している。

利用者参加型企画「てこぽん」ティーンズコーナーポイント 大作戦 を継続して開催し、

利用者が書いたＰＯＰ お気に入りの本を文章やイラストなどを使って紹介したもの を活用し

て他の利用者にＰＲすることにより、さらなる利用促進を図っている。また、 年７月から９

月にかけて、来館者の投票によりＰＯＰの優秀作を選ぶ「第 回てこぽん大賞」を実施した。

エ 多文化サービスコーナー

多文化共生社会への意識づくりと外国人県民の方への日本

語教育等を支援するため、 年３月に中国語、韓国・朝鮮

語、ポルトガル語で書かれた図書や日本語学習用の図書を備

えた多文化サービスコーナーを開設した。 年度には、

コーナー内に外国人児童のための「絵本コーナー」（ 年

度末現在、 冊）を設置した。 年度末現在、約

冊を配置しており、文学や日本語学習用の図書を中心として

安定した利用が続いている。

オ 東三河コーナー

「愛知県図書館と東三河地域の市町村及び観光団体との地域振興に係る情報発信の連携・協力

に関する協定」に関わる団体のほか、県東三河総局、東三河広域連合等と連携し、東三河の観光

情報を中心に最新パンフレットや地域情報誌 タウン誌 、イベントのチラシなど旬の情報を提

供している。 年度には企画展示「東三河花の旅」「第 回穂っとネット東三河フォトコン

テスト入賞作品展」を実施した。

郷土資料の展示

多文化サービスコーナー

ポルトガル語の本
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カ 観光情報コーナー

県観光振興課、東三河８市町村を除く 市町村の観光関係当局及び地域の観光協会等と連携

し、東三河を除いた愛知県全市町村の観光情報等を提供することを目的として、 年 月に

開設した。主に観光パンフレットや地域情報誌 タウン誌 、イベントのチラシなどを提供してい

る。

⑥ 情報提供サービス

ア レファレンス

レファレンス件数は 件 前年度比 ％ であった。内訳はカウンター等でのレファレ

ンスが 件、電話が 件、文書 メール、ファックスによるものを含む。 によるものが

件であった。

国立国会図書館が提供する「レファレンス協同データベース事業」にも 年から参加して

おり、 年度末現在、 件のレファレンス事例を登録・公開している。

イ 愛知県図書館調べ方ガイド

資料や情報の探し方について、テーマごとに案内する「調べ方ガイド」Ａ４判、両面 を発行。

館内で配布するとともに、当館のホームページでも公開している。 年度中には「新聞記事の

探し方」の内容を改訂した。 年度末現在 点の「調べ方ガイド」を公開している。

ウ インターネット情報の提供等

年度の館内でのインターネット情報の閲覧用端末、国立国会図書館が図書館向けに提供す

るサービス及び商用データベース等を利用する専用端末の利用は、延べ 人 前年度比

％ であった。それぞれの詳細は次のとおり。

㋐ インターネット情報 当館２階で提供している 年度のインターネット情報の閲覧用端

末の利用は、 人 前年度比 ％ であった。

㋑ 国立国会図書館が図書館向けに提供するサービス

歴史的音源 れきおん 歴史的音源は ～ 年頃の 盤等のデジタル化音源で、イン

ターネット公開している音源約 点と、参加図書館に限定して提供される資料約

点を２階の専用端末で聴取できる 年３月サービス開始 。 年度の利用は延べ タ

イトル 前年度比 ％ であった。

国立国会図書館デジタルコレクション 国立国会図書館のデジタル化資料のうち、インター

ネットで一般公開されておらず、絶版等の理由で入手困難な資料、約 万点が２階の専用端

末で閲覧・複写できる 年５月サービス開始 。 年度の利用は延べ 人 前年度比

％ であった。

㋒ 商用データベース等 当館の２階及び４階の専用端末で提供している商用データベース等

の 年度の利用は 人 前年度比 ％ であった。また、『名古屋タイムズ』及び『日

刊工業新聞』電子版の利用は 人 前年度比 ％ であった。 ２ ⑨参照

⑦ の全館運用開始

無料公衆無線ＬＡＮサービス「 」を全館的に整備し、８月１日 日 から運用開

始した。

⑧ 企画展示・講演会等の実施

利用者と資料をつなぎ、当館の利用を促進するとともに、図書館と資料を知ってもらうため、

資料展示や関連講演会等の企画を実施している。 年度には、１階エントランス ヨッ

テコ 等を活用し、資料の展示を 回実施した。

講演会では、県芸術劇場、県美術館、県陶磁美術館と連携した「文化芸術に関する連続講座」

を４回 うち集合形式２回の参加者 人 、学術や技芸の第一線を一般向けに解説する「リベラル

アーツカフェ」を２回 参加者 人 実施した。その他、目の病気・事故などで「見えにくい」方
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の読書をサポートする機器や資料を紹介した「読書サポ―ト

体験イベント」（参加者 人）、「開館 周年記念講演

会」 参加者 人 、「建築ワークショップ」 参加者

人 、「博物館×図書館コラボレーション・トーク」 参加

者 人 を開催した。また、「久屋ぐるっとアート」に参加

し、愛知芸術文化センターにおいて「愛知県図書館開館

周年記念展」を行った。 詳細「Ⅸ 資料 ２ 展示及び講演

会等」参照

４ インターネットを利用したサービスの状況

① ホームページのアクセス状況

当館ではホームページを 年 月１日に開設、ホームページでの蔵書検索を 年３月６

日に開始した。

年度の当館ホームページのトップページへのアクセス数は 回 前年度比 で

あった。また、愛知県図書館の蔵書検索ページのアクセス数は 回 前年度比 で

あった。トップページのアクセス数に比して高い数値を示していることから、トップページを経ず

に直接蔵書検索を行う利用者が相当数いると考えられる。携帯サイトの総ページビューは

ページ 前年度比 であった。

② 横断検索「愛蔵くん」の利用状況

横断検索「愛蔵くん」には、愛知県図書館、東海北陸県立図書館 ５館 、県内市町村立図書館

館 、公民館図書室 ２館 及び専門図書館 ３館 が参加しており、横断検索のアクセス数は

回 ＰＣからのアクセスのみ。スマートフォン等携帯端末を除く。 前年度比 であった。

③ 「やさしいにほんご」※を用いた図書館案内ページの公開

外国人県民の方へ向けて「やさしいにほんご」を用

いた図書館案内ページを作成し、ホームページ上に

公開した。

※やさしいにほんご：外国人にわかりやすいように

配慮した日本語

④ ホームページでのデジタル化資料の提供

当館が所蔵する貴重な地域資料の効率的な利用の

ため、デジタル化を 年から順次推進している。

年度末現在、「絵図の世界」 点 、「絵はが

きコレクション」 セット 、「貴重和本デジタルライブラリー」 タイトル 、「画像コレク

ション」 点 の４コレクションをホームページに公開している。

当館では、引き続きデジタル化及び書誌データの整備を進めており、 年度は「貴重和本デジ

タルライブラリー」 タイトルの整備が完了した。今後も順次タイトルの増加を図っていく。

⑤ ナクソス・ミュージック・ライブラリー

音楽配信サービス「ナクソス・ミュージック・ライブラリー」 年４月から開始。クラシッ

クを中心として約 万曲以上、同時 アクセス の 年度の利用件数は、総計 件 前

年度比 ％ であった。

⑥ 電子書籍サービス

年度のアクセス数は 件 前年度比 ％ であった。

リベラルアーツカフェ

「楽器大国ニッポンができるまで」（ ）

「やさしいにほんご」による利用案内
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５ 遠隔地返却制度

愛知県図書館で借りた資料を地元の図書館で返却できる遠隔地返却制度 年度開始 の対象自

治体は、東三河地区 豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市、田原市、設楽町、東栄町、豊根村 、西三河

地区 岡崎市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、高浜市、幸田町 、知多地区 半田市、常滑市、阿久

比町、南知多町、美浜町、武豊町 の 市町村で、 年度の利用は 冊･点（前年度比 ）

であった。

６ 館内職員研修の実施

年度から、県政の一端を担う県図書館職員の養成を目的に、毎月第２木曜日の休館日を中心に

開催している。当館職員が講師を務める他、研修内容に即した講師を招いて実施している。感染症の

拡大防止のため、例年行っていた一部研修の市町村立図書館職員への参加の呼びかけは 年度よ

り中止している。 年度の実施状況は次のとおり。

計 回 参加者 人

７ 図書館ボランティア、職場体験・インターンシップ、図書館実習及び見学の受入れ

① 図書館ボランティア

ア 図書館サポーター

年度の「おはなし会サポーター」の登録は 名。通常時は毎月第１日曜日、第３土曜日、

第２・４水曜日に子ども向けの絵本の読みきかせや紙芝居、わらべうた、ストーリーテリングな

どの実演を行っている。感染症拡大防止のため 年３月から休止していたが、 年 月よ

り活動再開。

「資料補修サポーター」には、２名の登録があり、破損・汚損した図書の補修を行った。

イ 朗読協力員

年度の「朗読協力員」の登録は 名で、対面朗読 予約制 や利用者のリクエスト等に応

じるための録音図書の作成など、ほぼ毎日活動を行った。また、６～ 月にかけて朗読協力員養

成講座 初級 を開催し 名が受講、１月より活動に加わった。

② 職場体験・インターンシップ、図書館実習及び見学の受入れ

中高生等の職場体験・インターンシップの受入れ２件４人、図書館関係者、学生等の見学・イン

タビュー５件 人、合計７件 人を受け入れた。

内容 実施日 参加者

図書館と博物館のＤＸ ５月 日 木 人

コンプライアンス（グループ毎に実施） ６月 －人

国立国会図書館レファレンス協同データベース入力説明会 ６月 日 木 人

資料保存
６月 日 木

７日 ８日 木

５人

５人

防災訓練 月 日 木 人

筆談でコミュニケーション 月９日 木 人

愛知県公立図書館長協議会研修会動画の上映 １月 日 木 人

図書館専門委員会について ２月 日 木 人

マイナンバーカードの図書館利用カードとしての運用について ３月 日 木 人

図書館基本計画の策定について ３月 日 火 人

の導入について ３月 日 火 人
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８ 施設・設備の整備及び更新

開館後 年以上が過ぎ、施設・設備の老朽化が進んでいること、また、快適な図書館の利用環境

を整備する観点から、 年度は、資料支援課事務室天井部雨漏り対策工事 ～ ）、照明

制御設備更新工事 ～ ）、高圧進相コンデンサ等更新工事 ～ ）、多機能リレー更新

工事 ～ ）、雑用給水ポンプユニット取替修繕 ～ ）、 階及び 階雨漏り対策工事

～ ）、駐車場出入口拡張工事 ～ を実施した。

９ 刊行物、広報

① 刊行物

当館の事業報告書である『事業年報』 ～ の 年度版を 月

に 部発行した。また、当館のサービスや所蔵資料の活用法などを紹

介する館報『あゆち』 ～、創刊当初から 年までの誌名は『年魚

市』 第 号 特集：愛知が舞台 を３月に 部刊行した。それぞれ

冊子版を県内外の公共図書館や関係機関等に配布し、電子版をホーム

ページに掲示している。『あゆち』については館内で来館者にも配布して

いる。

② 広報

ポスターやチラシを使い企画展示の情報等当館の活動について広報する他、マスメディアへも情

報提供を積極的に行っている。 年度は、ブロック紙及び全国紙５紙 中日、朝日、毎日、読売、

日経の各紙 に 回、その他地方紙やタウン誌に 回、テレビ・ラジオに７回、合計 回当館の

活動等が紹介された。 詳細「Ⅸ 資料 ３ 広報の結果」参照

また、当館のホームページ では、利用案内、企画展示の

情報、館内の案内を始め様々な情報を掲載し、随時更新している。 年３月から開館 周年に

あわせ を開始し、 年度からは 、メールマガジンの配信を加えた。 年５

月からは に愛知県図書館チャンネルを開設し、動画配信も開始した。

市町村立図書館等への支援・サービスの状況

① 協力貸出の実施

年度の当館から県内・県外の図書館等への協力貸出数は、全体で 冊・点 前年度比

であった。このうち、雑誌の協力貸出 発行から１年以上経過した雑誌のバックナンバーを

借受け館での館内閲覧に限り２週間貸出 冊数は 冊 前年度比 ％ であった。

② 相互貸借の支援

年度の当館を経由した東海・北陸地区 岐阜県、三重県、富山県、石川県、福井県及び本県

内の相互貸借冊数は、全体で 冊 前年度比 であった。このうち県内図書館同士の相

互貸借は 冊 東海・北陸地区全体の ％ であった。

③ 貸出文庫の実施

図書館未設置町村に図書や紙芝居を貸与する貸出文庫を実施している。図書 冊を上限に１年

間貸与する基本図書と、図書 冊、紙芝居７組を３か月間貸与する流通図書の２種類を組み合わ

せて運用しており、 年度は図書館未設置７町村のうち４町村 南知多町、設楽町、東栄町、豊

根村 ６施設に計 冊・組を貸与した。

④ 県立学校（図書館）の支援

学校での読書活動及び学習活動支援のため貸出サービスを実施している。 年度からは、県立

学校に対して地元の市町村立図書館を経由する方式での貸出サービスを開始した。サービス対象校

については順次拡大し、 年度末には 校となった。 年度中は、このうち９校に対し

冊を、この方式で貸出した。

あゆち第 号「愛知が舞台」
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⑤ あいちラストワン・プロジェクト

県内で１図書館のみが所蔵する希少資料 ラストワン を将来にわたって確実に保存し、利用でき

るよう県内市町村立図書館と協同して取り組んでいるプロジェクト。 年１月から試行、 年

月から実施している。県内の図書館を設置する 市町村全て 常滑市含む が参加しており、

年度は、市町村立図書館において保存が困難とされた 冊の希少図書の県図書館への搬入を許

可し、順次整理している。

⑥ 図書館職員・関係者向け研修の実施

県立図書館として、図書館員の資質向上を目的に、当館が単独で、また当館に事務局を置く愛知

県公立図書館長協議会及び愛知図書館協会等と連携・協力して、県内の図書館職員・関係者向けに

研修を実施している。 年度に実施した研修については次のとおり。

ア 図書館協力担当者新任研修会

協力貸出業務を新たに担当する職員を対象とした研修で、例年５月から６月にかけての時期に

愛知県図書館で開催しているが、 年度は感染症拡大防止のため、６月に資料配布により実施

した。

イ 愛知県公立図書館長協議会の研修

同協議会が実施する研修は、公立図書館員としての知識や技術の習得を目的に、公開講座方式

の研修にワークショップなど参加型を組み込んだものを主としている。例年４回の研修 うち１

回は愛知図書館協会 児童サービス研修 と共催 を開催しているが、 年度は、動画配信、オ

ンライン開催を取り入れながら、以下のとおり３回の研修を実施した。また、ヤングアダルト Ｙ

Ａ サービス連絡会による研修は、感染防止対策を徹底して集合研修として実施した。

内容 講師 開催時期 参加者

第１回：「図書館が「成長する有機体」であり続けるには～安

城市図書情報館 アンフォーレ の実践から～」 岡田知之氏
７月～９月

動画配信

人

ＹＡサービス連絡会による研修※：「 王直伝！見る者を惹

きつける 作りの極意」 内田剛氏

※愛知県公立図書館長協議会に設置されたヤングアダルト ＹＡ サービス

連絡会による研修

月５日 金 人

第２回：「コロナ情報共有研修 ワークショップ」 髙橋正名

氏

月３日 金 人

第３回：「コロナ情報共有研修 ミニシンポジウム」 髙橋正

名氏、森いづみ氏、是住久美子氏、新海弘之氏

２月 日 木

オンライン

開催

人

（この他、東

海北陸地区、

長野県に

視聴用 を

送付）

計４回 参加者 人

ウ 愛知図書館協会の研修

同協会が実施する研修は、実務への応用を主眼に、講義と演習を組み合わせた連続講座形式の

ものを主としている。例年実施している児童サービス研修は、受講者数を減らし感染防止対策を

徹底して集合研修として実施、レファレンスサービス研修は会場に集合する形式では開催せず、

初級と中級に分けて音声配信、資料配付、オンライン講義や課題添削などにより実施、資料保存

研修は、感染防止対策を徹底して集合研修として実施した。統計研修は中止した。
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県立図書館として、図書館員の資質向上を目的に、当館が単独で、また当館に事務局を置く愛知

県公立図書館長協議会及び愛知図書館協会等と連携・協力して、県内の図書館職員・関係者向けに
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愛知県図書館で開催しているが、 年度は感染症拡大防止のため、６月に資料配布により実施
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人
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オンライン

開催

人

（この他、東

海北陸地区、

長野県に

視聴用 を

送付）

計４回 参加者 人
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玉陽子氏、柴田わかな氏、小此木ひとみ氏、道山由美氏、

大島由美子氏、市川祐子氏、杉山郁子氏

６月 日 木

７月 ９日 金

９月 日 金

月 日 木

人

レファレンスサービス研修 初級 ：「レファレンス概論」

拡大講座形式の通信研修 松森隆一郎氏
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・動画配信 と

資料配付

人

基礎編： 人、

実践編： 人

レファレンスサービス研修 中級 ：共通講義と選択科目の

演習を組み合わせた通信講座【共通科目：講義】：「レファ

レンス記録の書き方」 齊藤誠一氏 、【選択科目：演習】：

「社会科学のレファレンス」 齊藤誠一氏 、「医療・健康情

報のレファレンス」中島ゆかり氏 、「地域資料のレファレ

ンス」 新川裕美氏

月～ 月

講義 音声配信

・オンライン

講義 と資料配

付

人

児童サービス研修 ステップアップ講座 ：紙芝居の実演

道山由美氏
月 １日 水 人

資料保存研修：「本のしくみと修理の実践 プロの技をお見

せします」 田中稔氏
１月 日 木 人

この他、録画

配信を実施

読書バリアフリー研修：日本図書館協会 を利用したオ

ンライン研修
２月～３月 人

計９回 参加者 人

⑦ 会議の開催、講師の派遣及び図書館訪問

ア 図書館協力担当者会議及び貸出文庫担当者会議の開催

県内市町村立図書館及び公民館図書室等の担当者による連絡、調整及び意見交換のための会議

を実施している。例年２月に開催しているが、 ・ 年度は感染症拡大防止のため、電子メー

ルを利用した書面での開催とした。

イ 講師の派遣及び図書館訪問

年度は、県内外で実施された図書館や関係団体が主催する研修会等へ、講師や委員として

当館から計 件、職員 人 前年度、 件、 人 を派遣した。また、情報交換や意見聴取のた

めに延べ 人 前年度 人 の当館職員が市町村立図書館を訪問した。

Ⅵ 県内公共図書館の動向と関係機関・関係団体

１ 県内公共図書館の動向

① 図書館の設置

年４月１日現在の県内の図書館設置市町村は 市９町１村 、未設置市町村は７ 常滑

市、豊山町、大治町、南知多町、設楽町、東栄町、豊根村 で、図書館設置率は ％ 市町

村 である。 年９月 日をもって常滑市立図書館 本館 が閉館し、常滑市立図書館条例が改正

施行された 年１月 日より常滑市が未設置市となった。

市町村立図書館の分館のうち北名古屋市西図書館が 年９月 日に閉館した一方、 月

日には豊橋市まちなか図書館が新たに開館した。また、 年３月に小牧市中央図書館が、５月に

は豊川市小坂井図書館が複合施設「こざかい葵風館」内にリニューアルオープンした。
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② 図書館の運営

県内で図書館業務に指定管理者制度を導入している公共図書館は全 館 分館含 中 館で、そ

の内訳は図書館業務全般への導入が 館、施設管理のみ導入が４館 当館含む である。また、図

書館設置自治体 のうち、１県１市 ２館 が首長部局の所管する図書館で、５市 館 では、地

方自治法に基づく補助執行により、首長部局が図書館の運営を担当している。

２ 関係機関

愛知県教育委員会 社会教育及び学校教育に関する事務事業を所管していることから、公共図書

館・学校図書館に関係する次の事業に当館が協力した。

① 新任図書館長研修

新任の公立図書館長を対象に文部科学省等が主催する研修。例年当館は愛知県教育委員会により

副会場に指定されており、主会場 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター からのインター

ネット配信により実施されている。 年度は８月 日 火 ～９月３日 金 の４日間、各受講者

へのインターネットによるライブ配信で実施された。県内の新任図書館長５人が各所属でオンライ

ンにより受講した。

② 県立高等学校司書教諭研修会

学校現場で読書活動を担当する司書教諭のための研修会。 年 月１日 金 に、公共図書館

のレファレンス事業に関する内容で開催された。当館は、５階の大会議室を提供し、講師として職

員４人を派遣した。参加者 人。

③ 学校図書館関係職員研修会

県立学校図書館における図書館資料の利用に従事する事務職員、実習教員を対象に実施する研修

会。例年、当館大会議室で開催するが、 年度は感染症拡大防止のため中止となった。

④ 愛知県子供読書活動推進大会・高校生ビブリオバトル愛知県大会

年度も、愛知県子供読書活動推進大会において、その一環として高校生ビブリオバトル愛知

県大会の決勝戦が実施されることととなり、 月３日 水・祝 に当館５階の大会議室を会場に開催

された。当日は、予選を勝ち抜いた高校生５人によるビブリオバトルの決勝戦が行われた後、名古

屋外国語大学教授の村上慎一氏による講演会「読解力とは何か」が開催された。当館は、会場を提

供する他、図書の展示、当館職員による「愛知県図書館の紹介」を行い大会運営に協力した。参加

者 人。

当館は、以上のような県教育委員会の学校図書館振興や子供読書活動推進に係る事業に協力する他、

高卒資格を取得していない方などのために、学び直しの機会を提供する県教育委員会の「若者・外国

人未来応援事業」にも、生涯学習の場と機会を提供するという図書館の立場から、会場を提供するな

ど協力している。

３ 関係団体

① 愛知県公立図書館長協議会

愛知県公立図書館長協議会は、 年、県内公立図書館相互の連絡と図書館活動の推進を図るこ

とを目的に設立された。 年４月１日現在 館 図書館設置の県市町村及び名古屋市分館 が加

入しており、図書館業務に関する研修会、調査等の事業を実施している。同協議会には、ヤングア

ダルト ：ＹＡ サービスに関する情報を広く収集し周知することを目的としたＹＡ

サービス連絡会と、公立図書館のネットワークに関する諸問題を検討することを目的とした図書館

ネットワーク研究会が設置されている。

年度、ＹＡサービス連絡会では、例年開催している図書館職員向け研修会を感染症拡大防止

対策を徹底して集合研修として実施するとともに、ＹＡ向けブックガイド『ティーンのための
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とを目的に設立された。 年４月１日現在 館 図書館設置の県市町村及び名古屋市分館 が加

入しており、図書館業務に関する研修会、調査等の事業を実施している。同協議会には、ヤングア

ダルト ：ＹＡ サービスに関する情報を広く収集し周知することを目的としたＹＡ
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対策を徹底して集合研修として実施するとともに、ＹＡ向けブックガイド『ティーンのための

’ ・ ・ あるく 』第９号を作成、公開した。また、図書館ネットワー

ク研究会では、県内図書館が同一のテーマで展示やイベントを行う「＠ アット ライブラリー」事

業を実施した。 年度のテーマとして選定した「園芸作物～自然のめぐみに癒される～」には

館が参加し、 イベントの登録があった。

② 愛知図書館協会

愛知図書館協会は、 年に図書館事業の進歩発展を図り、教育と文化の振興に寄与することを

目的に設立された。日本図書館協会の団体会員でもある。主な事業は県内図書館職員・関係者向け

の研修会の企画・実施である。機関誌として『愛知図書館協会会報』 ～ を発行している。

会員には、施設会員、個人会員及び賛助会員の３種がある。 年４月１日現在、施設会員

機関、個人会員 人及び賛助会員９団体が加入している。

③ 東海北陸地区公共図書館協議会

東海北陸地区における公共図書館事業の振興及び相互の協力を図ることを目的としており、東海

北陸地区６県の県立図書館と１政令指定都市 名古屋市 の図書館が加盟している。主な開催事業は､

加盟館の館長が参加する会議と、東海北陸地区の公共図書館職員を対象とする公共図書館研究集会

である。 年度には、館長会議を 月 日 木 にオンラインで行い、研究集会を 年１月

日 水 に三重県の担当によりオンライン開催した。

④ 東海地区図書館協議会

愛知､岐阜､三重､静岡県の公共図書館と同県に所在する大学図書館の館種を超えた連携･協力を

進めるため、 年 月１日に設立された。事務局を名古屋大学附属図書館に置いている。現在

の参加館数は 館 公共 館、大学 館 で、当館は公共図書館の理事館５館の一つである。

Ⅶ 年度アンケート

１ 電子書籍アンケート

年１月からサービス提供を開始した電子書籍について、 月 日 金 から 月 日 金 ま

で、電子書籍に関するアンケートを 上で実施し 件の回答を得た。結果については、ホームペー

ジ「県図書館の発行物」 に掲載している。回

答者の年代別では、 代の割合が最も高く、 ％である。次いで 代・ 代がともに ％、

代 ％と続く。「どの分野を利用したことがあるか」の問いには 件の回答があり、「情報科学、

、パソコン」分野 件 が最も多く、次いで「歴史・地理・旅行」分野 件 、「法律、経済、ビ

ジネス」分野 件 、「芸術・美術・スポーツ・趣味」分野 件 の利用が多い結果となり、重点収

集分野として選定した図書が活用されていることがわかった。

２ 来館者アンケート

当館では、来館者の利用行動や評価、要望を知るため、 年度から来館者を対象にアンケートを

行っており、 年度は 年 月 日 金 と 日 土 に実施した。２日間で 枚のアン

ケート用紙を中学生以上の来館者に交付し、 枚回収した。結果については、ホームページ「県図

書館の発行物」 に掲載している。来館者、来

館頻度、来館目的及びサービスの重要度と満足度の概要は、次のとおりである。
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① 来館者

来館者の年代別では、 代以上の割合が最も高く、 ％であ

る。次いで 代 ％、 代 ％、 代 ％と続き、

代以上が来館者の約４割を占める。最も少なかった年代は

代で ％であった。職業別では、「お勤めの方」の割合が最も

高く ％、次いで「自営業」が ％であった。ただし「その

他」にあたる回答が ％となっている。学生（中学生・高校生・

大学生・大学院生）の割合は ％で、 年度に比べ ポ

イント増加した。

② 利用頻度

県図書館の利用頻度は、「月数回」の割

合が ％で最も多く、次いで「週１回

以上」が ％「月１回」が ％「年

数回」が ％と続く。月１回以上利用

する人が全体の約８割であった。

一方、地元の図書館の利用頻度は、「月

数回」が ％で最も多く、次いで「年

数回」が ％、「年１回以下」が ％

であった。

また、県図書館の利用頻度別に地元図

書館の利用頻度を見ると、月１回以上県

図書館を利用している人の４割以上が、

月１回以上地元の図書館を利用している。

県図書館と地元の図書館を使い分けてい

る様子がうかがえる。

なお、地元の図書館ではなく県図書館を利用する理由、地元の図書館と併用する理由を見ると、

「蔵書が多い、本の種類が豊富」、「職場や自宅に近い、交通の便が良い」、「専門書、地域資料、

新聞・雑誌が充実している」という意見が多い。また、「閲覧席が多い」、「県図書館にしかない資

料を利用するため」、「調査研究に適している」などの意見もあり、当館の特徴が活かされている

ことが分かる。

来館者 年代別

県図書館の利用頻度

地元の図書館の利用頻度

無回答

年１回以下

今日が初めて

年数回

月１回

週１回以上

月数回

無回答

月１回

行ったことがない

週１回以上

年１回以下

年数回

月数回
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週１回以上

月数回

無回答

月１回
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「地元の図書館ではなく県図書館を利用する理由」または「地元の図書館と県図書館を併用する理由」（自由記述）

※ひとつの記述の中に、１～３件の内容が含まれており、内容ごとに回答数集計したため、

回答数と記入人数は一致しない。

③ 来館目的 複数回答可

来館者全体でみると「娯楽や趣味」が第

１位で全体（ 件）の ％（ 件）

を占める。次いで「調査・研究」「勉強」、

「生活上の情報収集」と続く。

年代別でみた来館目的の特徴的な回答

は、 代以下は「勉強」の割合が高く、

代以上は「娯楽や趣味」が第１位となっ

ている。「娯楽や趣味」、「勉強」、「調査・研

究」がいずれの年代でも上位に位置してお

り、県図書館が来館者の課題解決の場とし

て機能していることがうかがえる。

なお、「来館の目的を達成され

ましたか」という項目について

は、 ％が「達成できた」と回

答している。

来館目的

目的の達成度

　蔵書が多い、本の種類が豊富

　職場や自宅に近い、交通の便が良い

　専門書、地域資料、新聞・雑誌が充実している

　地元の図書館と使い分けている

　閲覧席が多い

　広い、環境が良い、落ち着いて利用できる

　CD、DVDなど視聴覚資料が豊富

　貸出期間が長い

　県図書館にしかない資料を利用するため

　調査研究に適している

　イベントや展示のため

　運動のため、健康のため

　その他

記述内容 回答数 記入人数

※

無回答

その他

返却のみ

イベントへの参加

付き添い

仕事

生活上の情報収集

勉強

調査・研究

娯楽や趣味

無回答

あまり達成できなかった

どちらともいえない

達成できた
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④ サービスの重要度と満足度 ＊ 段階評価 中心値は

重要度が最も高かったのは「館内の

案内表示の分かりやすさ」で 点、

満足度は 点で、さらに改善してい

く余地がある。一方、「レファレンス

サービス」は、重要度 点に対して

満足度が 点で、重要度に比して満

足度が高い結果となった。

⑤ 図書館の電子化・ＤＸ推進についての要望 ○は２つまで

サービス拡大・拡充について、要望

が最も多かったのは「電子書籍」で全

体 件 の ％ 件 を占める。

次が新聞などの「オンラインデータ

ベース」で ％ 件 である。

ライブラリ ％ 件 、ＨＰ上で

の資料公開 ％ 件 と続く。

サービスの重要度と満足度

図書館の電子化・ＤＸ化についての要望

189

43

98

117

154
266

0 50 100 150 200 250

無回答

その他

HPでの資料公開

Myライブラリ

オンラインデータベース

電子書籍

レファレンス

サービス

障害者の方向

けの資料の充実・

ｻｰﾋﾞｽ

ご高齢の方向

けの資料の充実・

ｻｰﾋﾞｽ

外国人県民の

方向けの資料の充

実・ｻｰﾋﾞｽ

市町村図書館

を通じた貸出・返

却ｻｰﾋﾞｽ

館内の案内表

示の分かりやすさ

大会議室の学

習室としての開放

重要度（点）

満足度（点）
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